
1

2017

MISATO  Town  Assembly

No.424 発行／宮崎県美郷町議会
編集／議会広報特別委員会

〒883-1101　東臼杵郡美郷町西郷田代１
TEL(0982)66-3607　FAX(0982)66-3137

目 次
■平成 29 年３月定例会………………………………２～４Ｐ

■一般質問　８名登壇…………………………………５～９Ｐ

■議会活動・編集後記………………………………９～１０Ｐ

恋人フェスティバル in 南郷　恋人の丘《３月19日（日）開催》



3 223

　

平
成
29
年
３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
３
日
～
17
日
ま
で
の
15
日
間
開
催
さ
れ
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予
算
を
は
じ

め
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
等
40
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

 平成29年度　予　 算　 概 　要

会　　計　　別

合　　　　　計

29年度当初 28年度当初 比　　較 増減率

一 般 会 計

国民健康保険事業特別会計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

後期高齢者医療事業特別会計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

国民健康保険診療所事業特別会計

国民健康保険病院事業会計（収益的収支）

　　　　　〃　　　　　　（資本的収支）

75億2,212万円

13億3,597万円

11億　589万円

2億4,266万円

2億　278万円

1億1,798万円

3億4,626万円

6億2,165万円

6,184万円

115億5,711万円

81億3,263万円

13億3,822万円

10億4,608万円

2億2,006万円

3億9,668万円

1億1,737万円

3億5,025万円

6億3,093万円

8,609万円

123億1,826万円

△6億1,052万円

△226万円

5,982万円

2,261万円

△1億9,391万円

61万円

△399万円

△928万円

△2,425万円

△7億6,116万円

△7.5％

△0.2％

5.7％

10.3％

△48.9％

0.5％

△1.1％

△1.5％

△28.2％

△6.2％

　上記一般会計及び特別会計予算並びにこれに係る条例改正等については、「平成 29 年度予算
等審査特別委員会」を設置し審査した結果、原案のとおり可決すべきものと決定しました。
　なお、審査意見として以下の 8項目を付記しました。
①�税をはじめとした、町の自主財源確保のため、未収金徴収については、徴収時の相手との記
録や訪問履歴を確実に残すなど、事務手続きやチェック体制の強化を求める。
②家屋をはじめとする課税客体を、的確に把握すること。
③国保会計における一人当たり医療費が減少の傾向にあることは、非常に喜ばしいことである。
　�担当課、関係団体、関係機関による様々な取り組みの成果であるものと感謝し、今後なお一
層の努力を期待する。
④�戸籍システムなどの各電算システム更新やＣＡＴＶ機器の更新など、その更新時期や更新内
容を精査の上、前例踏襲にこだわることなく公平公正で、かつ、安価な調達ができるよう十
分検討すること。
⑤�各種制度や補助事業などの説明については、町広報への掲載はもちろんのこと、住民に対し
て丁寧な説明を行い周知すること。
⑥�補助事業（補助金）については、事業成果を確実なものとするため、結果の検証を必ず行い、
成果があがるよう徹底した指導を行うこと。
⑦誤伐や伐採後のトラブルを防止するため、伐採届提出の際に、行政からの十分な指導を求める。
⑧�みさと未来塾事業については、学力向上の為に、しっかりとした効果のあがる手法で取り組
むとともに、生徒の塾参加への不安要素とならないよう送迎などの配慮も十分対応していた
だくことを望む。
⑨�医師確保については、医師不足の現況の中、平成 29 年度も 2名の医師が確保できたことに、
町長以下、関係者の努力に敬意を表する。
⑩�危険木除去事業の運用については、真に危険なものを対象として、費用検討も含め慎重な対
応を求める。宅地分譲事業「沢渡分譲地」（西郷 峰地区） 空家再生等推進事業「仁窯」跡地（西郷地区） 美郷南学園教室床補修

旧黒木小学校校舎

歳入歳出予算総額  75億2,211万2千円

現地
調査

（※①②予算の組み替えのみ）

●空家対策支援事業補助金
　美郷町に定住を目的に、町内にある空家の購入及び改修（リフォーム）をする場合に、１００万円を上限として、
それぞれの経費の１／２以内を助成するものです。
●住民提案のまちづくり活動支援事業補助金
　町内の地区、団体で地域づくりや地域活性化の活動を行う事業に対して助成していた従来の「まち、人、心が
輝く美しい郷づくり事業補助金」に替わり、本年度から同様の活動に対して新たに助成（１団体２０万円）する
ものです。
●出産奨励祝金が改定されます
　従来一律３万円を支給していましたが、世帯の第３子目以降の出生児より１０万円が支給されます。
●みさと未来塾事業が実施されます
　町が民間事業者と一括契約し、安価な授業料で、高校入試を控える中学３年生を対象に町内（西郷地区を予定）
で実施するものです。希望者を募集し、７月から来年２月まで週１回を目途に継続して実施の予定です。

《一般会計歳出の主なもの》　　　
移住・定住対策事業費・・・・・１億２，６７８万３千円
移住・定住人口の増加を図るため、旧黒木小学校校舎を移住・
定住促進の拠点施設として、整備するもの。
【改修概要】１階部分～お試し滞在施設及びレンタルオフィス

２階部分～移住・定住住宅

　今回の補正は主に事業確定見込みによる不用額を減額するものです。�

　３月定例会会期中７日～１５日までの７日間、平成２９年度予算等審査特別委員会を開催し、
町長、教育長以下各課長等の出席を求め説明を受けた後、質疑及び審査を行いました。
　また、関係予算に係る現地調査を実施しました。

【平成29年度一般会計  新規事業等】

【平成28年度  補正予算の概要】

８６億７，３６３万円

１３億７，４７５万円

１０億８，７９８万円

２億２，６９１万円

３億６，４１０万円

１億２，６６７万円

３億５，０８７万円

６億 １２６万円

　　　６，８１７万円

１２８億７，４３１万円

△３億 ４７８万円

△２，１９４万円

２５３万円

△１万円

（※①）０万円

（※②）０万円

△７１２万円

△３，２００万円

△３８２万円

△３億６，７０２万円

補正後予算額補正予算額会　　計　　別

合　　　　　計

一　般　会　計

国 民 健 康 保 険 事 業

介 護 保 険 事 業

後 期 高 齢 者 医 療 事 業

簡 易 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

国 民 健 康 保 険 診 療 所 事 業

国民健康保険病院事業（収益的収支）

国民健康保険病院事業（資本的収支）

特　

別　

会　

計

一般会計
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【
問
】ジ
ビ
エ
対
策
に
つ
い
て

28
年
９
月
定
例
議
会
で
町
と
し
て
の
ジ
ビ

エ
普
及
に
対
し
て
本
格
的
に
取
り
組
む
考

え
が
あ
る
か
伺
っ
た
際
、「
以
前
南
郷
地

区
で
狩
猟
鳥
獣
肉
の
有
効
活
用
を
図
れ
な

い
か
と
要
望
が
あ
り
、
県
も
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
な
の
で
前
向
き
に
検
討
す
る
」

と
の
答
弁
だ
っ
た
。
29
年
度
予
算
で
ジ
ビ

エ
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
な
い
か

伺
う
。

【
答
】美
郷
町
に
解
体
場
を
建
設
す
る
場
合

で
も
費
用
対
効
果
を
は
じ
め
、
肉
の
調
達

や
実
施
主
体
、
解
体
場
の
規
模
、
建
設
場

所
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

町
の
財
政
負
担
軽
減
か
ら
も
国
、
県
の
補

助
事
業
を
考
え
て
い
る
。

【
問
】観
光
施
設
の
ト
イ
レ
改
修
に
つ
い
て

町
観
光
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
衆
ト

イ
レ
は
、
大
部
分
が
和
式
で
あ
り
、
洋
式

は
ご
く
わ
ず
か
で
暖
房
便
座
で
は
な
い
。

暖
房
便
座
に
変
更
で
き
な
い
か
伺
う
。

【
答
】洋
式
へ
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
社
会
及
び
障
が
い
者
等
弱
者
へ
の
対
応

を
含
め
、
利
用
状
況
を
見
な
が
ら
、
計
画

的
に
順
次
進
め
て
い
る
。
暖
房
便
座
へ
の

更
新
に
つ
い
て
も
、
観
光
客
の
動
向
と
そ

の
必
要
性
を
鑑
み
な
が
ら
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。

①
来
年
２
月
の
町
長
選
挙
出
馬
に
つ
い
て

伺
う
。

【
答
】次
期
選
挙
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

２
期
目
の
挑
戦
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
29
年
度
当
初
予
算
は
、
町
長
４
年
目
と

な
る
予
算
編
成
で
あ
る
。
公
約
で「
経
済

浮
揚
対
策
」「
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
福

祉
対
策
」「
社
会
教
育
の
充
実
」「
快
適
な

生
活
基
盤
整
備
の
実
施
」「
行
財
政
改
革
」

「
黒
木
地
区
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
化
と
救
急
医

療
体
制
の
見
直
し
」「
旧
３
村
の
歴
史
的
、

伝
統
文
化
行
事
の
復
活
」
と
あ
る
。
29
年

度
当
初
予
算
で
完
了
す
る
の
か
伺
う
。

【
答
】「
住
み
よ
い
豊
か
な
町
」
を
目
指
し
、

こ
れ
か
ら
更
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
も
山
積
し
て
お
り
、
29
年
度
で

は
完
了
は
し
な
い
。
そ
れ
以
降
も
引
き
続

き
強
い
使
命
感
を
持
っ
て
参
り
た
い
所
存

で
あ
る
。

③
29
年
度
予
算
で
地
方
交
付
税
は
28
年
度

当
初
予
算
よ
り
２
億
３
５
３
９
万
２
千
円

不
足
し
て
い
る
。
不
足
す
る
財
源
は
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
答
】財
源
不
足
に
当
た
っ
て
は
、
財
政
調

整
基
金
、
公
共
施
設
等
整
備
基
金
及
び
産

業
等
振
興
基
金
等
の
基
金
繰
入
に
よ
り
対

応
す
る
。

【
問
】有
害
鳥
獣
駆
除
実
施
隊
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
駆
除
は
、
南
郷
、
西
郷
、
北
郷

地
区
に
４
班
体
制
で
実
施
し
て
い
る
。
銃

所
持
者
が
南
郷
37
名
、
西
郷
30
名
、
北
郷

43
名
い
る
。
鳥
獣
被
害
が
発
生
し
た
時
、

日
曜
日
で
な
い
と
仲
間
が
揃
わ
な
い
の
が

実
状
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
出
動
で

き
る
狩
猟
仲
間
の
実
施
隊
を
設
置
で
き
な

い
か
伺
う
。

【
答
】町
全
体
の
有
害
駆
除
班
員
の
意
見
を

参
考
に
し
て
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

新玉　卓教  議員

当
初
予
算
に
つ
い
て

提出された議案と審査結果
議案番号

議 案 第 1 号
議 案 第 2 号
議案第 3 号～ 5 号
議 案 第 6 号
議 案 第 7 号
議 案 第 8 号
議 案 第 9 号
議 案 第 10 号
議 案 第 11 号
議 案 第 12 号
議 案 第 13 号
議 案 第 14 号
議 案 第 15 号
議 案 第 16 号
議 案 第 17 号
議 案 第 18 号
議 案 第 19 号
議 案 第 20 号
議 案 第 21 号
議案第 22 号～ 29 号
議 案 第 30 号
議 案 第 31 号
議 案 第 32 号
議 案 第 33 号
議 案 第 34 号
議 案 第 35 号
議 案 第 36 号
議 案 第 37 号
議 案 第 38 号
議 案 第 39 号
議 案 第 40 号
請 願 第 1 号
発 議 第 1 号

議　　　　　　　　　　案　　　　　　　　　　名
町道路線の廃止について（町道小八重・中尾線）
町道路線の認定について（　　　　〃　　　　）
公の施設の指定管理者の指定について（「売店地蔵の里」ほか２施設）
工事請負契約の変更について（平成28年度町単独事業美郷町役場新庁舎建設工事）
第２次美郷町総合計画の策定について
小黒木辺地総合整備計画の策定について
共有地の管理及び処分に関する事務の委託に関する規約の変更について
美郷町役場課設置条例の一部を改正する条例
美郷町支所設置条例の一部を改正する条例
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
美郷町庁舎整備資金積立基金条例を廃止する条例
美郷町地域福祉基金条例の一部を改正する条例
美郷町税条例等の一部を改正する条例
美郷町農業委員会の農業委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
美郷町育英奨学金貸与条例の一部を改正する条例
記号式投票に関する条例
平成28年度美郷町一般会計・特別会計補正予算
平成29年度美郷町一般会計予算
平成29年度美郷町国民健康保険事業特別会計予算
平成29年度美郷町介護保険事業特別会計予算
平成29年度美郷町後期高齢者医療事業特別会計予算
平成29年度美郷町簡易水道事業特別会計予算
平成29年度美郷町農業集落排水事業特別会計予算
平成29年度美郷町国民健康保険診療所事業特別会計予算
平成29年度美郷町国民健康保険病院事業会計予算
工事請負契約の変更について（平成28年度美郷町簡易水道再編推進事業入下地区配水管布設工事）
工事請負契約の変更について（平成28年度美郷町簡易水道再編推進事業遠方監視設備等工事）
美郷町教職員住宅条例の一部を改正する条例
大内原ダムの魚道設置についての請願
美郷町議会委員会条例の一部を改正する条例

審査結果
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（賛成多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（賛成多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（賛成多数）
可決（全員一致）
可決（賛成多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（賛成多数）
可決（賛成多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
採択（全員一致）
可決（全員一致）

猪被害状況

表決結果（上記結果のうち全員一致を除く）　　●反対

議案第 6号　工事請負契約の変更について

※森田議員は議長であるため表決には加わりません。

議案第10号　美郷町役場課設置条例の一部を改正する条例

議案第18号　美郷町農業委員会の農業委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例

議案第20号　美郷町育英奨学金貸与条例の一部を改正する条例

議案第32号　平成29年度美郷町介護保険事業特別会計予算

議案第33号　平成29年度美郷町後期高齢者医療事業特別会計予算

● ●

●

●

●

●

●

●

議案名
議員名

新
玉
卓
教

小
田
照
男

甲
斐　

栄

小
路
文
喜

園
田
義
彦

甲
斐
勲
一

甲
斐
秀
徳

富
井
裕
瑞

黒
田
仁
志

尾
上
忠
保

那
須
富
重
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【
問
】救
急
救
命
体
制
の
充
実
は
重
要
な
業

務
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、
現
在
試

行
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
を
広
げ
、
南
郷
と

北
郷
側
か
ら
西
郷
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
よ

う
な
考
え
方
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
当
初

は
全
体
で
１
億
円
前
後
の
事
業
費
が
予
想

さ
れ
て
い
た
が
、
29
年
度
は
２
地
区
で
も

９
６
０
０
万
円
の
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
の
考
え
を
伺

う
。
次
に
諸
塚
村
及
び
椎
葉
村
と
連
携
し

た
消
防
常
備
化
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
財
政
面
、
地
域
の
広
大
さ
等
を
考
慮

す
る
と
慎
重
な
判
断
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、
考
え
を
伺
う
。

【
答
】救
急
救
命
体
制
は
30
年
度
か
ら
の
本

格
運
用
を
目
指
し
て
い
る
が
、
今
後
検
証

委
員
会
に
て
効
率
よ
く
い
か
に
町
全
体
を

カ
バ
ー
で
き
る
か
十
分
検
討
し
て
い
き
た

い
。
委
託
料
に
つ
い
て
は
想
定
外
の
分
も

【
問
】町
長
が
言
う「
移
住
・
定
住
に
は
、
こ

こ
な
ら
生
活
で
き
る
と
い
っ
た
基
盤
が
必

要
」
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
、
町
が
雇
用

す
る
、
ま
た
町
が
関
わ
る
第
３
セ
ク
タ
ー
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
臨
時
職
員
等
の
賃

金
・
手
当
に
つ
い
て
伺
う
。

①
賃
金
は
職
種
や
経
験
年
数
等
で
異
な
る

と
思
う
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
ま
た

全
体
的
に
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
公
平
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
考
え
は
。

【
答
】賃
金
は
職
種
に
応
じ
て
月
額
10
万
余

か
ら
17
万
余
で
あ
り
、
最
低
賃
金
を
下
回

る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
公
平
を
保
つ
た

め
毎
年
度
検
討
し
て
お
り
、
不
公
平
は
な

い
と
思
う
が
、
今
後
も
し
っ
か
り
検
討
し

て
い
き
た
い
。

②
賞
与
他
手
当
の
支
給
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
ま
た
町
の
臨
時
職
員
、町
長
が
ト
ッ

プ
を
務
め
、
町
か
ら
運
営
委
託
料
が
支
給

さ
れ
て
い
る
第
３
セ
ク
タ
ー
及
び
社
会
福

祉
協
議
会
の
臨
時
職
員
そ
れ
ぞ
れ
支
給
内

容
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
同
じ
待
遇
で
良

い
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】町
の
臨
時
職
員
に
は
賞
与
で
な
く
賃

金
の
割
増
と
し
て
支
給
し
た
。
他
通
勤
手

当
も
支
給
し
て
い
る
。
第
３
セ
ク
タ
ー
は

会
計
処
理
上
の
こ
と
も
あ
り
、
売
り
上
げ

に
応
じ
た
手
当
と
し
て
支
給
す
る
等
し
て

い
る
。
株
式
会
社
が
運
営
し
て
お
り
、
役

場
臨
時
職
員
と
一
緒
に
す
る
こ
と
は
難
し

あ
り
膨
ら
ん
で
い
る
が
、
今
後
財
政
面
も

含
め
て
検
討
し
て
い
く
。
消
防
常
備
化
に

つ
い
て
は
地
域
的
に
も
大
変
厳
し
い
と
思

わ
れ
る
の
で
、
総
務
省
と
地
域
に
一
番

合
っ
た
方
向
で
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
問
】南
郷
茶
屋
改
修
に
つ
い
て

当
施
設
に
つ
い
て
は
、
利
用
し
づ
ら
い
と

い
う
こ
と
で
以
前
改
修
し
た
が
、
未
だ
改

修
が
必
要
な
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。
今

後
順
次
改
修
を
し
て
、
利
用
者
の
増
加
を

促
す
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
考
え

を
伺
う
。

【
答
】こ
の
よ
う
な
施
設

を
利
用
す
る
側
に
と
っ

て
施
設
の
充
実
も
必
要

と
考
え
る
。
今
後
い
ろ

い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
等
で

も
利
用
す
る
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
き
た
い
。

い
。
賃
金
、
手
当
を
上
げ
る
に
は
経
営
努

力
が
必
要
で
あ
り
、し
っ
か
り
進
め
て
い
く
。

③
賃
金
は
バ
ラ
ン
ス
と
共
に
し
っ
か
り
生

活
で
き
る
収
入
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
。

現
行
の
30
～
50
代
男
性
で
日
当
６
０
０
０

円
か
ら
６
５
０
０
円
の
賃
金
で
は
一
家
の

大
黒
柱
と
し
て
生
活
で
き
る
の
か
。
賃
金

の
改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。
賞
与
に
つ

い
て
も
職
場
で
異
な
る
の
を
改
善
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
更
に
子
育
て
支
援
か
ら
し

て
扶
養
手
当
的
な
も
の
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

【
答
】賃
金
は
町
内
の
民
間
の
実
態
を
見
極

め
な
が
ら
改
善
を
進
め
た
い
。
賞
与
は
職

種
等
を
勘
案
し
て
改
定
す
べ
き
は
改
定
す

る
。
扶
養
手
当
は
手
当
と
し
て
で
は
な
く
、

賃
金
の
割
増
と
し
て
考
え
た
い
。
今
後
検

討
す
る
。

【
問
】町
道
等
の
維
持
補
修
に
つ
い
て

町
道
・
林
道
の
維
持
補
修
は
建
設
業
者
に
、

除
草
作
業
は
森
林
組
合
に
委
託
し
て
い
る

が
、
事
業
者
等
の
経
営
を
圧
迫
し
な
い
よ

う
に
配
慮
し
て
公
共
施
設
維
持
管
理
作
業

班
を
拡
充
し
て
町
直
営
で
実
施
で
き
な
い

か
。

【
答
】直
営
は
機
動
力
に
劣
る
し
、
い
ろ
い

ろ
な
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま

た
年
間
を
通
じ
て
作
業
が
あ
る
か
等
考
え

る
と
今
ま
で
通
り
業
者
委
託
の
方
が
良
い

と
考
え
る
。

さ
い
と
言
う
の
は
難
し
い
面
も
あ
る
の
で
、

免
許
保
有
者
自
身
で
考
え
て
い
た
だ
く
こ

と
も
大
事
と
思
う
。

【
問
】新
庁
舎
完
成
後
の
現
仮
庁
舎
の
利
活

用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
、

移
転
の
計
画
も
含
め
て
伺
う
。

【
答
】現
仮
庁
舎
は
従
来
の
中
央
公
民
館
的

な
機
能
で
利
用
す
る
。
５
月
中
旬
に
は
新

庁
舎
の
検
査
を
終
え
移
転
し
、
そ
れ
か
ら

執
務
を
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

【
問
】観
光
施
設
に
つ
い
て

町
の
観
光
施
設
運
営
は
厳
し
い
状
態
に
あ

る
。
集
客
増
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の

か
伺
う
。

【
答
】自
然
を
生
か
し
た
観
光
づ
く
り
に
努

め
る
。

【
問
】就
労
バ
ン
ク
制
に
つ
い
て

本
町
の
農
林
業
は
、
米
価
を
除
け
ば
堅
調

に
推
移
し
て
い
る
。
反
面
、
労
働
力
の
不

足
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
職
種
、
職
場
が

大
変
多
い
。
町
を
上
げ
て
労
働
者
の
斡
旋
、

運
営
す
る
組
織
を
設
立
で
き
な
い
か
伺
う
。

【
答
】無
料
職
業
紹
介
所
を
設
置
し
、
季
節

ご
と
に
年
間
を
通
し
た
仕
事
を
紹
介
で
き

る
サ
ポ
ー
ト
を
進
め
る
。
ま
た
日
向
地
区

の
援
農
隊
を
活
用
し
て
労
働
力
確
保
に
努

め
る
。

【
問
】耳
川
流
域
河
川
整
備
に
つ
い
て

ダ
ム
工
事
が
終
了
し
通
砂
が
始
ま
れ
ば
、

下
流
域
の
集
落
の
護
岸
形
状
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
。
下
流
域
の
砂
だ
ま
り
通
常

水
位
に
つ
い
て
伺
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
工

事
を
機
会
に
、
魚
道
の
確
保
は
で
き
な
い

か
伺
う
。

【
答
】九
州
電
力
の
方
で
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル

や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
続
け
な
が
ら
経
緯
を

見
守
る
と
し
て
い
る
。
町
と
し
て
も
堆
積

等
が
心
配
さ
れ
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
魚
道
に
つ
い
て
は
継
続
的
に
要

望
活
動
を
行
う
。

【
問
】国
道
３
８
８
号
の
改
良
に
つ
い
て

門
川
～
黒
木
間
の
改
良
に
つ
い
て
、
今
後

の
要
望
活
動
は
。

【
答
】日
向
土
木
事
務
所
で
は
早
期
事
業
化

の
た
め
、
現
道
に
沿
っ
た
ル
ー
ト
の
見
直

し
を
検
討
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
門
川

町
と
一
緒
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
問
】高
齢
者
運
転
免
許
証
の
返
納
等
に
つ

い
て

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
啓
蒙
と
運
転
免

許
証
自
主
返
納
者
に
対
し
て
、
何
ら
か
の

配
慮
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

【
答
】交
通
安
全
指
導
は
町
安
全
協
会
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
進
め
る
。
町
と
し
て
返

納
者
に
対
し
て
の
支
援
は
検
討
し
て
い
な

い
が
、
返
納
後
の
足
を
ど
う
確
保
す
る
か
、

交
通
安
全
の
面
で
何
ら
か
の
支
援
は
考
え

て
も
い
い
の
で
は
と
思
う
。
返
納
し
て
下

【
問
】人
口
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

今
回
２
点
を
提
案
し
、町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
内
で
は
全
て
の
業
種
に
お
い
て
担
い
手

が
不
足
し
て
い
る
。
全
て
の
業
種
、
起
業

者
が
事
業
の
規
模
拡
大
、
担
い
手
育
成
を

目
的
と
し
て
社
員
を
新
規
雇
用
す
る
場
合
、

一
定
期
間
そ
の
雇
用
に
対
し
て
の
助
成
は

で
き
な
い
か
。
ま
た
誘
致
企
業
従
業
員
が

Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
等
に
よ
り
定
住
す

る
場
合
、
家
賃
補
助
、
減
免
、
空
き
家
を

購
入
す
る
助
成
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

【
答
】定
住
対
策
は
現
在
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
戦
略
に
よ
っ
て
具
体
的
施
策

を
展
開
中
で
あ
る
。
一
番
の
課
題
で
あ
り
、

行
政
と
し
て
掛
け
声
だ
け
で
は
い
け
な
い

の
で
、
貴
重
な
意
見
と
し
て
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
空
き
家
の
購
入
助
成
は
29
年

度
か
ら
取
り
入
れ
る
。
減
免
に
つ
い
て
は

検
討
す
る
。

小田　照男  議員

園田　義彦  議員

救
急
救
命
体
制
及
び

　
消
防
常
備
化
に
つ
い
て

臨
時
職
員
等
の

　
賃
金
・
手
当
に
つ
い
て

定
住
・
雇
用
促
進
に
つ
い
て甲斐　栄  議員

国道388号（黒木地区）

富井　裕瑞  議員

仮
庁
舎
に
つ
い
て

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
に
つ
い
て小路　文喜  議員

南郷茶屋
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■文教厚生常任委員会
○調査日及び目的　平成 29 年１月 16 日～ 17 日
　・西米良村における「少子高齢化対策」「地域福祉対策」についての現状や課題など村の取り組みについて
　・熊本県益城町における熊本地震の状況について　�
○調査の概要（意見）
　●�　西米良村の村づくりは、平成の桃源郷「カリコボーズの休暇村・米良の庄」と称して、歴史や文化を大事にしな
がら交流人口の拡大と移住定住促進を基本方針に進めてきたが、人口減少と過疎の波を極めて厳しく捉えている。

　　�　そのような中で、都市と山村の交流システムとして、国内初のワーキングホリデー制度を平成 10 年に導入した
結果、定住者や結婚による転入者もあり一定の効果をあげている。また、観光の新たな仕掛けづくり（四季まつり
や小川作小屋）、柚子団地造成と後継者育成、有害鳥獣ジビエ加工施設の取り組み等魅力的な政策を打ち出してきた。

　　�　最近では移住促進の取り組みとして「むら創生課」を設置（平成 27 年）したほか、地域おこし協力隊の導入（平
成 28 年 4 名、定着 4名）により様々な事業に活躍しているとのことである。これらの取り組みが複合的に効果を
奏して、全体的には人口減少が続くも、減少スピードが 10 年以上遅くなっており、将来予測人口も現状維持を見
込むなど自信を持っている様子が伺われた。

　●�　益城町における熊本地震については、発生以来 9ヶ月を迎えているが、いまだ家屋等居住施設の復興について目
処が立っていない状況であった。近い将来の発生が危惧されている南海トラフ地震の脅威を改めて認識したところ
であり、被災地から見えてきた課題を検証し、不測の事態に備える必要性を再認識したところである。

　　�　本町も、地域防災計画を更新し対応に万全を期しているが、これからも関係機関と町民一体となり、災害訓練や
ボランティア訓練等を通じて啓発、周知を継続するなど、災害対策の重要性を再確認すべきと感じた。

【
答
】前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
な
ど
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
う
え
で
町
民
は
も
ち
ろ
ん
町
外
か
ら

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
呼
び
か
け
等
も

必
要
と
考
え
る
。
お
考
え
を
伺
い
た
い
。

【
答
】職
員
の
負
担
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

検
討
し
て
い
き
た
い
。

職
員
は
頭
脳
集
団
と
し
て
、
も
っ
と
企
画

力
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
。

【
答
】一
度
に
は
無
理
だ
が
、
対
策
を
講
じ

て
い
き
た
い
。

④
企
業
誘
致
に
成
功
し
た
こ
と
は
喜
ば
し

い
が
、
町
内
の
隠
れ
た
力
を
引
き
出
す
起

業
支
援
も
重
要
と
考
え
る
が
、
お
考
え
を

伺
い
た
い
。

【
答
】県
な
ど
の
機
関
を
利
用
し
て
支
援
し

て
い
く
。

⑤
農
林
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。
ま
ず
は
農
業
振
興
課
と
林
業

振
興
課
を
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
の
真
意

を
伺
い
た
い
。

【
答
】一
つ
の
改
革
で
あ
り
、
決
し
て
農
林

業
を
疎
か
に
す
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
。

農
業
と
林
業
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。

本
町
の
基
幹
産
業
と
し
て
支
援
で
き
る
の

か
。
担
当
者
の
不
安
も
あ
る
の
で
は
。

【
答
】職
員
の
数
は
減
ら
さ
ず
運
営
し
て
い

く
。
課
長
は
負
担
が
増
え
る
が
、
し
っ
か

り
と
し
た
補
佐
制
を
敷
き
、
運
営
し
て
い

く
。

【
問
】畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

①
美
郷
町
の
現
状
に
つ
い
て

【
答
】こ
れ
は
国
が
支
援
す
る
事
業
で
あ
る
。

日
向
地
域
肉
用
牛
、
東
臼
杵
肉
用
鶏
ク
ラ

ス
タ
ー
協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
当

町
の
取
組
は
施
設
系
農
協
繁
殖
セ
ン
タ
ー

を
含
め
て
３
件
、
機
械
導
入
２
件
で
あ
り
、

畜
産
力
協
力
整
備
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

②
こ
の
取
組
の
課
題
は
。

【
答
】長
期
間
の
リ
ー
ス
料
発
生
、
素
牛
頭

数
を
計
画
の
５
年
間
で
揃
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
増
頭
に
よ
る
粗
飼
料
や
労

働
力
の
確
保
等
で
あ
る
。
畜
産
技
術
員
や

関
係
機
関
に
よ
る
指
導
体
制
を
し
っ
か
り

と
取
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

③
素
牛
導
入
に
つ
い
て
短
期
間
に
優
良
牛

を
揃
え
る
の
は
大
変
で
あ
る
。
東
臼
杵
市

場
外
か
ら
の
導
入
に
も
補
助
は
で
き
な
い

か
。

①
町
村
駅
伝
大
会
で
本
町
選
手
団
は
初
優

勝
を
勝
ち
取
り
、
町
民
に
大
き
な
感
動
を

与
え
た
が
、
今
後
の
強
化
に
つ
い
て
変
わ

ら
ず
ご
支
援
を
頂
き
た
い
が
、そ
の
決
意
は
。

【
答（
町
長
）】町
と
し
て
も
し
っ
か
り
支
援

し
て
い
く
。

【
答（
教
育
長
）】万
全
の
態
勢
で
取
り
組
ん

で
い
く
。

②
今
後
さ
ら
に
他
の
ス
ポ
ー
ツ
面
、
文
化

面
、
さ
ら
に
は
産
業
面
に
お
い
て
も
勝
利

し
て
い
く
こ
と
も
重
要
と
考
え
る
が
、
お

考
え
を
伺
い
た
い
。

【
答（
町
長
）】産
業
面
で
も
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
も
い
る
。
し
っ
か
り

支
援
し
て
い
き
た
い
。

【
答（
教
育
長
）】現
在
目
覚
ま
し
い
活
躍
を

し
て
い
る
部
門
も
あ
る
。
さ
ら
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

素
晴
ら
し
い
賞
を
取
っ
た
場
合
は
き
ら
ら

び
じ
ょ
ん
や
防
災
無
線
で
広
報
し
て
は
。

調
査
、
強
度
は
大
丈
夫
か
。

【
答
】個
々
の
家
屋
に
は
補
助
金
を
出
し
て

推
進
し
て
い
る
。
社
会
資
本
整
備
事
業
で

行
っ
て
い
る
。

⑥
非
常
食
の
備
蓄
状
況
は
。

【
答
】南
郷
地
区
に
３
９
２
日
分
、
西
郷
地

区
に
２
０
６
日
分
、
北
郷
地
区
に
３
４
４

日
分
あ
る
が
、
町
民
の
方
々
も
最
低
３
日

分
の
備
蓄
を
お
願
い
し
た
い
。

⑦
学
校
防
災
教
育
の
実
態
は
。

【
答（
教
育
長
）】各
学
校
で
各
種
防
災
に
対

し
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
設
定
し
年
３
回
の
防
災

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
と
も
教
育

委
員
会
と
学
校
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
防
災
教
育
を
進
め
た
い
。

⑧
国
で
は
避
難
勧
告
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
改
定
を
行
っ
た
が「
避
難
準
備

情
報
、
勧
告
及
び
指
示
の
発
令
基
準
」
の

変
更
は
。

【
答
】３
月
に
配
布
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

掲
載
し
て
い
る
。

【
問
】住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
実
績
は
、

27
年
度
は
補
助
金
３
０
０
０
万
円
に
対
し

事
業
費
１
億
８
４
０
０
万
円
で
６
．
１
倍

で
あ
り
、
過
去
５
年
で
も
補
助
金
の
３
．

８
倍
か
ら
６
．
１
倍
と
大
き
な
経
済
効
果

を
生
ん
で
い
る
。
厳
し
い
財
政
事
情
も
あ

る
が
、
新
築
家
屋
建
設
が
少
な
い
中
、
町

内
業
者
の
経
営
を
守
る
観
点
か
ら
も
、
今

後
も
こ
の
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
は
大
切

だ
と
考
え
る
。

【
答
】町
民
生
活
環
境
の
向
上
、
地
域
産
業

の
振
興
も
図
ら
れ
効
果
は
大
き
い
も
の
が

あ
る
の
で
継
続
し
た
い
。

【
問
】「
西
の
正
倉
院
」
建
設
か
ら
20
年
を

経
過
し
た
の
で
、
再
宣
伝
の
意
味
を
含
め

町
内
の
各
種
行
事
の
会
場
と
し
て
積
極
的

に
活
用
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
こ
と
を
提

案
す
る
。

【
答
】行
事
を
行
う
に
は
良
い
施
設
だ
と
考

え
る
の
で
活
用
を
検
討
し
た
い
。

【
答
】い
ろ
ん
な
課
題
が
出
て
き
た
時
は
そ

の
都
度
協
議
を
し
な
が
ら
ど
の
よ
う
に
す

る
か
決
め
て
い
き
た
い
。

④
日
向
地
域
の
課
題
に
つ
い
て

【
答
】担
い
手
後
継
者
不
足
に
対
し
て
は
何

と
か
現
状
維
持
し
な
が
ら
、
生
産
農
家
自

身
も
し
っ
か
り
と
行
政
と
一
緒
に
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
と
考

え
る
。

【
問
】防
災
計
画
に
つ
い
て

①
熊
本
地
震
か
ら
得
た
も
の
は
。

【
答
】救
命
、
復
旧
支
援
の
司
令
塔
で
あ
る

自
治
体
が
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た
す
た

め
に
は
、
建
物
の
耐
震
化
を
図
る
だ
け
で

な
く
、
公
的
支
援
の
核
と
な
る
役
場
職
員

の
非
常
時
の
行
動
計
画
が
大
切
で
必
要
で

あ
る
と
感
じ
た
。

②
避
難
所
の
施
設
案
内
標
識
が
な
い
が
。

【
答
】現
在
の
と
こ
ろ
整
備
さ
れ
て
い
な
い

が
、
３
月
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
町
民
に

配
布
の
予
定
で
あ
る
。
案
内
標
識
は
経
費

の
か
か
る
こ
と
か
ら
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

③
日
向
灘
沖
地
震
で
の
津
波
発
生
時
、
日

向
市
へ
の
後
方
支
援
は
。

【
答
】広
域
的
な
話
し
合
い
の
中
で
し
っ
か

り
整
備
し
て
い
き
た
い
。

④
町
内
に
は
活
断
層
は
存
在
す
る
の
か
。

【
答
】調
査
の
結
果
、
存
在
し
な
い
。

⑤
町
内
個
々
の
住
宅
、
町
営
住
宅
の
耐
震

黒田　仁志  議員

本
町
の
成
長
戦
略
に
つ
い
て

西の正倉院

甲斐　秀徳  議員

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に

つ
い
て

防災マップ

西米良村保健センター おがわ作小屋村
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暖
か
く
穏
や
か
な
天
候
が
続
き
、
日

ま
し
に
春
ら
し
い
気
配
を
感
じ
る
一

方
、
再
び
冷
え
込
ん
だ
り
と
、
今
年
は

春
の
訪
れ
が
気
ま
ぐ
れ
な
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
気
温
も
上
昇
す
る
予
報
で

す
が
、
桜
も
一
気
に
開
花
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

さ
て
、
３
月
定
例
議
会
も
３
月
３
日

か
ら
17
日
ま
で
の
15
日
間
開
催
さ
れ
、

提
出
さ
れ
た
40
件
の
議
案
は
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
、
町
内
で
は
、
健
康
づ
く
り
の
充

実
の
た
め
、
各
地
域
で
自
主
運
動
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
「
い
き
い
き
百
歳
体

操
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
効

果
も
あ
っ
て
か
、
国
保
会
計
に
お
け
る

一
人
当
た
り
医
療
費
が
減
少
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

我
々
議
会
も
残
さ
れ
た
任
期
で
、
で

き
う
る
限
り
、
皆
様
の
期
待
に
お
応
え

で
き
る
よ
う
議
員
の
職
務
を
全
う
す
る

所
存
で
す
。

　

新
庁
舎
も
完
成
間
近
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
新
議
場
で
の
傍
聴
に
も
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
編
集
委
員
）

　
　
　

委
員
長
：
小
路　

文
喜

　
　
　

副
委
員
長
：
那
須　

富
重

　
　
　

委　
　

員
：
甲
斐　

秀
徳

　
　
　

委　
　

員
：
小
田　

照
男

　
　
　

委　
　

員
：
新
玉　

卓
教

＝
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
＝

日向市・東臼杵郡町村議会議長連絡会議員研修会

第１回定例会現地調査（町道黒草・清水峠線）

時局講演会

１月
　３日／美郷町成人証書授与式
　５日／美郷町消防出初め式
　８日／第７回県市町村対抗駅伝競争大会及び開会式（～９日）
１６日／文教厚生常任委員会所管事務調査（～１７日）
２４日／九州中央自動車道合同提言活動（～２６日）
２７日／日向東臼杵広域連合議会運営委員会
３０日／日向市・東臼杵郡町村議会議長連絡会議員研修会
３１日／時局講演会

２月
　７日／美郷町金婚式
　９日／県自治会館管理組合議会第１回定例会
１０日／県町村議会議長会役員会
１２日／第１１回女性のつどい
１４日／入郷地区衛生組合議会 /日向東臼杵広域連合議会
　　　　県町村監査委員協議会第５８回定期総会・研修会
１６日／県町村議会議長会第６８回定期総会
２３日／第２回県北部広域行政事務組合議会
２４日／議会運営委員会 /全員協議会
２６日／第２０回ロードレース in 百済の里

３月
　１日／東臼杵郡町村議会議長会定期総会
　３日／第１回定例会（～１７日）
２１日／豊田市議会行政視察来庁
２８日／議会広報特別委員会

県町村議会議長会表彰
尾上 忠保 議員

表  彰

議員として 12 年以上在職し、その功績により
県町村議会議長会より表彰されました。


